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Ｍｇ合金をＭＴＥＸで解析 
 

Ｂａｓａｌ           ＲＤ－ｓｐｌｉｔ         ＴＤ－ｓｐｌｉｔ 

HelperTex Office 

Ｍｇ合金をＭＴＥＸで解析 



バックグランド 

バックグランドは、極点測定２θから３度位離れた位置の強度を測定 
右図で黄色、バックグランド強度が以上の場合、編集する 
 
                   ToolKit->SoftWare->Pagenext 
 



Ｄｅｆocｕｓ 
ＸＲＤで極点測定を行うと，defocusにより回折線が広がり、極点図の外周向け強度が低下する 

有限な受光スリット幅から回折ピークからはみ出る－＞強度低下 
 
この補正に無配向試料で補正する。 



Ｄｅｆｏｃｕｓ補正（defocusＴＡＢＬＥ）作成 

バックグランド削除し、ＣａｌｃでＴＸＴ２ファイル作成 
ＴＸＴ２を選択し，ＴＡＢＬＥ作成する。 



内部ｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥで補正 

外周付近の密度がアップします。 
 
ＯＤＦでMTEX向けデータ作成 



MTEX入力データ作成 

Triclinicｰ>Orthorombic 

対称ODF図を得るために、1/4対称極点図とする 



MTEX 
MTEXはMatLab環境下で動作する無料のODF解析ソフトウエア 
インストールは、MTEX-start.pdfを参考にしてください。 
 
ＭＴＥＸの説明は、Ｍｇ-TD-Split、Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Orthorombicで説明します。 
入力極点図は、BG削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正したＡＳＣデータとします。 
 



MTEX（データ指定） 
作業holder指定 

データ入力(import_wizard) 
Ｍｇ選択、合金の場合、格子定数修正 



MTEX（Ｍファイル作成し、データ読み込み） 

極点図が読み込まれる。 



ＭＴＥＸ（極点図表示、ODF計算） 



MTEX(ODF図表示） 

Ψ1=360データなし、ψ２＝６０データなし 



MTEX(再計算極点図） 

    RD                 TD                                              ND 

注意：極点図、逆極点図は、等角度で表示されている、 
    一般的には、等面積表示である。 



ＭＴＥＸ（ＯＤＦ図，再計算極点図、逆極点図のＥｘｐｏｒｔ） 

ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 
  

再計算極点図のＥｘｐｏｒｔ 
 

ＮＤ逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 
 

ODFPoleFigure1.5(2)->ODFAFterTools->MTEXDisplay 

MTEXのホルダ選択で再計算極点図が表示 
 
MTEXホルダにworkホルダが作成され 
表示用極点図（先頭が指数）が作成 



ＣＴＲソフトウエアでＭＴＥＸのＥｒｒｏｒ評価 

Ｒｐ％が±１．５％以内で良好 

ValueODFVF Ver2.34以降は４指数のまま解析可能2019/02/11 



ＣＴＲでＯＤＦ解析 

３指数<->４指数変換 

Triclinic->Orthorombic 

非対称ODF図から１／４極点図を取得 



ＣＴＲでＭｇの方位解析 

複数の解析結果の比較が可能 



ＣＴＲソフトウエアで再計算極点図解析(配向関数） 



ＣＴＲソフトウエアで逆極点図解析 

MTEXの逆極点表示 

逆極点Plane<->Direction 

軸が異なる[11-20]->[-1100] 



最後に 

極点図からＭＴＥＸでＯＤＦ解析する場合、１／４対称で解析する場合、ＰＦｔｏＯＤＦ３でｈａｌｆ処理を行う   

１／４対称ODF図を得るにはＯＤＦをＥｘｐｏｒｔし、GPODFDisplayでOrthorombic図を計算する 

ＭＴＥＸでHexagonal計算は他の資料も参考にしてください。 

本資料 

Triclinicで使用 
Orthorombicで使用 
使用しない 


